
















ハード面においては、平成 23 年 4 月より耐
震強化を目的として新病棟の建設工事を行っ
ている最中である。工事中の新 1号館は制震


































害であるが（約 340 隊、約 1,500 人）、受け入
れ病院と連携が必ずしも円滑でなかったと聞
く。これはDMAT、受け入れ病院双方に認識
不足があったのではないかと推察する。今後
の災害では、DMATとの連携も必須であるが、
当院職員のDMATに対する理解は不十分であ
る。当院では災害対策組織を改正し、DMAT
隊員で DMAT班を組織し、救護班やDMAT
の受け入れ、調整を担当することとした。また、
県DMAT調整本部への派遣も含め、班の活動
内容も現在、作成している。
県との連携強化も昨今取り組んでいる課題
である。以前より災害対策本部には赤十字県
支部職員が参加していたが、最近、医療コー
ディネーターも設置され、災害対策本部にお
ける医療の位置付けは重要視されつつある。
当院は県内の災害拠点病院の中で最も県庁に
近いため（徒歩 5分）、特に発災初期からの協
力が求められている。現在、県 DMAT調整
本部の立ち上げ、運営の訓練を近隣の災害拠
点病院と共に行い、連携を強化している。訓
練を通じて、県職員や近隣の災害拠点病院の
担当者と顔の見える関係が構築されつつあり、
引き続き、訓練などに積極的に参加していき
たいと考えている。
